
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊インフルエンザ・コロナウイルスの場合は、下記太線内に出席停止期間の記入報告もお願いいたします。 

                             ↓最短出席停止期間 

発症０日 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 ８日目 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

 

 

 

 

〇記入について〇 

 

＊左端から発症日を記入し、解熱日には日付に大きく〇をつけてください。 

（例：  12/9    12/10   12/11  

        ・・・インフルエンザ・コロナウイルスともに最短の出席停止期間は 5 日間です。） 

 

＊発症日とは、発熱等症状が出た日を言います。発症日が不明な場合は医師にお尋ねいただき、

裏面の出席停止期間の目安表を参考にしてください。 

 

＊登校可能日前の登校はお子さんをお迎えの上、自宅安静になります。ご承知おきください。 

 

 

登校報告書 

町田市立本町田東小学校校長 殿 

  年  組 児童名               

診断名：（診断名に〇つけ、もしくは記入をしてください。） 

インフルエンザ（ A ・ B ・ ±疑  ←わかる場合は〇をつけます） 

コロナウイルス感染症 ・ 感染性胃腸炎 ・その他（            ） 

 

罹患停止期間     年    月    日 ～    年    月    日 

受診した医療機関名【            】 症状【 熱・咳・鼻水・嘔吐・他（     ）】 

医師の指示により、感染のおそれがないと認められましたので、登校させます。 

    年   月   日  保護者名            

この届に、医師の証明は不要です。保護者の方が記入してください。 

キ リ ト リ セ ン（上部を提出） 



出席停止について 

 児童が学校保健安全法に規定されている感染症にかかった場合、学校内での集団感染を防ぐため、

医師より感染の恐れがないと認められるまで出席停止となります。この措置は、お子様に十分に休

養を与え早期に治癒させるためと、他の児童への感染を防ぐためのものであり、休養期間中は欠席

扱いをいたしません。登校許可がでましたら、登校許可証を学校までご提出ください。 

 

 

 

 

  ⇒医師の証明が必要となります。用紙は学校にありますので、ご連絡ください。 

※上記特定１１疾病以外の感染症（新型コロナウイルスやインフルエンザ等）については、裏面の

登校報告書に保護者の方が記入して、登校初日に学校にご提出ください。 

用紙は裏面をコピーして使用する他、担任から受け取ることや本校ホームページよりダウンロー

ドすることができます。 

  

★インフルエンザの出席停止期間 

インフルエンザ発症日を０日と数え、５日を経過し、かつ解熱した後２日を経過するまで 

★コロナウイルス感染症の出席停止期間 

  発症日を０日目として５日間経過し、かつ、症状軽快後１日経過するまで 

 

★インフルエンザ・コロナウイルスによる発熱期間と登校可能日の目安 

 
 発症後 

０日 

休まなければいけない期間 発症後 

6日目 

発症後 

７日目 

発症後 

８日目 1日目 ２日目 ３日目 4日目 5日目 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

発症 ☆解熱 
解熱後 

（症状軽快） 

１日目 

解熱後 

２日目 

発症後 

４日目 

発症後 

5日目 
登校可能  

 

発症 熱あり ☆解熱 
解熱後 

（症状軽快） 

１日目 

解熱後 

２日目 

発症後 

５日目 
登校可能  

 

発症 熱あり 熱あり ☆解熱 
解熱後 

（症状軽快） 

１日目 

解熱後 

２日目 
登校可能  

 

以下、解熱のタイミングにより、登校可能日が変わります。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

発症 熱あり 熱あり 熱あり ☆解熱 
解熱後 

１日目 

解熱後 

２日目 
登校可能 

 

発症 熱あり 熱あり 熱あり 熱あり ☆解熱 
解熱後 

１日目 

解熱後 

２日目 

登校可能 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

発症 熱あり 熱あり 熱あり ☆解熱 症状軽快 登校可能   

発症 熱あり 熱あり 熱あり 熱あり ☆解熱 症状軽快 登校可能  

特定１１疾病  ①百日咳 ②麻疹 ③流行性耳下腺炎（おたふく）④水痘（水ぼうそう） 

⑤咽頭結膜熱 ⑥風疹 ⑦結核 ⑧髄膜炎菌性髄膜炎 ⑨流行性角結膜炎 

⑩急性出血性結膜炎 ⑪溶連菌感染症 


